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科目名 
 

ドイツ語Ⅱ 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生 教育教福2回生 
 文学部英米2回生 人間人社2回生 
 文学部教福2回生  
 文学部文財2回生 
 文学部コミ2回生 

担当者 
 
永谷 麻衣子 

授業テーマ 
 コミュニケーションのための表現と文法を総合的に学習する 
授業の概要と目標 
１年次に学んだ文法と語彙を復習しながら、ワンランク上の読解力や表現力を身につけることを目標とします。前期はやさ 

しい会話表現を繰り返し聞いて音読します。様々な形の練習により語彙を増やして、身の回りの事柄をドイツ語で表現してみ 
ましょう。後期は文法の練習と読解力をつけることにも力点を置いて進めます。異文化について学んだりさらに調べたりする 
機会も持ちたいと思います。ドイツの音楽やビデオなどを取り入れながら進めるつもりです。 

評価方法 
 出席20％、レポート20％、前期・後期末試験60％の割合で評価します。 

テキスト 
 ハンブルクの夏――初級ドイツ語総合教材 

著者 
岩崎克己・田中雅敏・ 
吉田光演 

出版社 
郁文堂 

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  
1 1. 出会い 発音、挨拶 

2 自己紹介 現在人称変化 

3 2. 余暇の過ごし方  不規則動詞 

4   食事の好み  対話を書く 

5  （続き） 自己紹介を書く 

6 3. 所有の表現 名詞の性と定冠詞 

7   家族紹介 不定冠詞、所有冠詞 

8 4. 買い物・品定め 定冠詞類、人称代名詞 

9   時間を聞く表現 命令文、話法の助動詞 (1) 

10  （続き） 特技や予定を書く 

11 5. 道を聞く表現 前置詞 

12   色彩表現 話法の助動詞 (2)、形容詞 

13  （続き） [映画] 

14 復習 独検４級受験準備  

15 前期末試験  

16 6. 電話で誘う 分離動詞、非分離動詞 

17   旅行の計画  

18 7. 週末にしたこと 現在完了、過去分詞 

19   過去の出来事 過去形 

20 8. 遅刻の言い訳 序数 

21   人気のスポーツの違い 比較表現 

22 9. 決まり文句について 副文 

23   風邪で寝込む 再帰動詞、zu 不定詞 

24 10. 過去の歴史について議論する 接続法Ⅱ 

25   クリスマスとお正月 受動文 

26  （続き） 関係代名詞 

27 復習  

28 物語を読む (1)  

29 物語を読む (2)  

30 後期末試験  
 

 


